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予算決算委員会会議録 

 

１．開催年月日 

   令和６年 ３月１４日   開会  ９時５９分  閉会 １１時３６分 

２．開催場所 

   全員協議会室 

３．出席委員名 

   沖 久 教 人   三 宅 孝 之   多 賀 信 祥   柳 原 英 子 

   山 下 憲 雄   細 羽 敏 彦   西 村 慎次郎   荒 木 謙 二 

   柳 井 一 徳   惣 台 己 吉   坊 野 公 治   上 野 安 是 

   西 田 久 志   大 滝 文 則   宮 地 俊 則   佐 藤   豊 

４．欠席委員名 

   な     し    

５．その他の会議出席者 

  （１）議 長     三 宅 文 雄 

  （２）説明員      

   副 市 長  猪 原 愼太郎   総合政策部長  安 東 慎 吾 

   総 務 部 長  藤 原 雅 彦   市民生活部長  久 安 伸 明 

   健康福祉部長  沖 津 幸 弘   建設経済部長  岡 本 健 治 

   水 道 部 長  一 安 直 人   病院事務部長  津 組 勇一郎 

   総 務 部 次 長  西 村 直 樹   市民生活部次長  毛 利 恵 子 

   健康福祉部次長  片 井 啓 介   水 道 部 次 長  曽 根   剛 

   会 計 管 理 者  高 木 正 文   総 務 部 参 与  岡 崎 祐 一 

   建設経済部参与  田 中 大 三   総 務 課 参 事  西 本 晴 雄 

   税 務 課 長  大 山 次 郎   市 民 課 長  藤 井 隆 史 

   美星振興課長  藤 井 義 信   下 水 道 課 長  馬 越 敏 晴 

   会 計 課 長  小 谷 拓 也   病院総務課長  松 山 昌 史 

   企画振興課長補佐  岡 田 千 稔   福祉課長補佐  藤 田 昌 巳 

   上水道課長補佐  柳 本 兼 志   市民課戸籍住民係長  片 山 麻 理 

   建設課管理係長  妹 尾 洋 典 

   教  育  長  伊 藤 祐二郎   教 育 次 長  唐 木 英 規 

   学校教育課長  米 本 大 樹   文化スポーツ課長  高 田 知 樹 
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   生涯学習課長  多 賀 浩 恵   学校給食センター所長  立 花 計 志 

   教育総務課長補佐  岡 崎 直 子 

  （３）事務局職員 

    事 務 局 長  和 田 広 志   次     長  成 智 千 恵 

６．傍聴者 

  （１）一 般   ０名 

  （２）報 道   １名 

７．発言の概要 

委員長（西田久志君）  皆さんおはようございます。 

 ただいまから予算決算委員会を開会いたします。 

 本日は、昨日の続きの一般会計、特別会計、企業会計、財産区会計の予算を審査いたしま

す。 

 

〈歳出〉 

〈第５５款 教育費中、第１０項 教育総務費から第５０項 幼稚園費〉 

 

委員（三宅孝之君）  ２３９ページの上から３段目の児童輸送業務委託料、小学校なんで

すけども、これは３，６３３万８，０００円かかっています。それから、中学校のほう、併

せて見てみると、中学校が、２４５ページの３段目で、７９８万円かかっています。この差

の内訳というか、小学校と中学校の生徒輸送業務委託料の内訳を教えていただければ、人数

も違うんでしょうけども、その距離も違うんでしょうけども、そのあたりの内訳、この金額

の差っていうのはどう違うのか教えていただきたい。 

教育次長（唐木英規君）  それでは、小学校費の児童輸送業務、２３９ページのほうです

が、こちらのほうの業務委託料、輸送業務につきましては、芳井小学校、美星小学校のスク

ールバスと高屋小学校のスクールタクシーということで、芳井小学校については宇戸川、明

治地区、共和地区、川相地区、美星小学校については市有バスでの運行というような形の経

費ということでございます。そちらのほうにつきましては、芳井小学校については１，５２

０万５，０００円余り、美星小学校については１，９８５万９，０００円余り、高屋小学校

のスクールタクシーについては１２７万３，０００円余りということでございます。 

 続いて、２４５ページ、中学校費の生徒輸送業務委託料でございます。こちらのほうは、

芳井中学校のスクールバスでございますが、芳井中学校につきましては、朝、中学校に行く

ときには路線バスを使用という形で見ておりますが、こちらのほうは３５万円余り、帰りに
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つきましては芳井中学校はタクシーの利用ということで、そちらのほうが４１３万６，００

０円余りということで、それぞれ小学校と中学校においては、路線であるとか、そういった

運行経路、そういったものに違いがございますので、そこらあたりが経費の差という形にな

ってまいります。 

 申し訳ありません。先ほど申しました芳井の中学校の行きの分ですが、３８５万円です。

申し訳ございません。 

委員（三宅孝之君）  芳井のそれぞれ中学校と小学校の内訳でまた違うということでし

た。これは、美星中学校は輸送のそのあたりはないんでしょうか、お聞きします。 

教育次長（唐木英規君）  美星中学校については、スクールバスの対応はございません。 

委員（三宅孝之君）  美星中学校の場合は、遠距離の輸送の場合は、それぞれご家庭の輸

送ということになりますか、それとも自転車とかになりますか。 

教育次長（唐木英規君）  基本的には、自転車通学というような形でございます。 

委員（三宅孝之君）  芳井の中学校のバスを利用する距離と美星が自転車で行き来する距

離っていうのは、その差というのはどうなんですか、美星の方は遠くても輸送なしで自転車

で通学されているのか、芳井中学校ではバスを利用する距離というか、条件とかルールとか

ありますか、その辺教えてください。 

教育次長（唐木英規君）  このスクールバスにつきましては、基本的にスクールバスを走

らせる地域を条例で決めておりますが、これにつきましては合併前の旧町等でそういう対象

地域も決められとるということですが、申し訳ありません、手元に正確な資料がございませ

んので定かではございませんけども、それぞれ町の事情に応じて、学校の統廃合の関係で、

統廃合した際にそういった対応を取られているというような経緯があるものと考えておりま

す。 

委員（三宅孝之君）  それでしたら、ひょっとしたら美星中学校、美星の子供たちも、公

正公平な面から考えると、またバス、タクシーの利用っていうのも考えてもええのかなとい

うふうに思いますが、そういった検討っていうのはこれからはあるんでしょうか、お聞きし

ます。 

教育次長（唐木英規君）  現在そういった検討をしていることはございませんけども、今

後、それこそ子供たちの数も減ってくるというような中で、そういった中で、また今後統廃

合等々があれば、そういったことも検討していく必要が出てくるのかなということは考えて

おります。 

委員（佐藤 豊君）  ２４７ページの扶助費で通学用具扶助費でヘルメットということで

説明があったんですが、何人ぐらいが対象人数なんでしょう。 
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教育次長（唐木英規君）  通学用扶助費の自転車で通学される子供のヘルメットの補助と

いうことでございますが、令和６年度につきましては２０２人分を見込んでおります。 

委員（多賀信祥君）  ２３３ページの外国語指導助手派遣業務委託料なんですけど、聞く

ところによると、お願いをする業者が変わるとかという話があったんですけど、説明をいた

だければと思います。 

教育次長（唐木英規君）  外国語指導助手派遣業務委託料につきましては、令和５年度予

算において債務負担行為ということで、令和５年度から令和８年度までということで、今ま

で１業者でやっておりましたが、導入してから期間がたったということで、ここで業者の選

定替えをさせていただきました。これにつきましては、プロポーザルという中で、業者のほ

うに説明をしていただく中で、令和６年度からは新たな業者でのということになります。 

 それに併せまして、児童・生徒数の減少、学級数の減少という中で、今までは９人分の派

遣講師ということでお願いしておりましたが、８人分ということで、１人分ちょっと減少と

いう形での契約をさせていただいております。 

委員（多賀信祥君）  だから、昨年度でいうたら、５００万円ぐらい下がっているのはそ

ういう理由っていうか、９が８ということですか。 

教育次長（唐木英規君）  はい、そういうことになります。 

委員（多賀信祥君）  じゃ、別のところで、次の２３５の委託料、学校ＩＣＴサポート体

制整備事業委託料なんですけど、これっていうのも、ＩＣＴを導入して、先生方が慣れるま

でということだろうかと思いますけど、予定としてはいつまで、永遠にということで、ルー

チン化がある程度されてくれば予算が大分節減できるかなと思うんですけど、いかがでしょ

うか。 

学校教育課長（米本大樹君）  いつまでというのは、特に決めておりませんが、今後学校

のＩＣＴ化を進めていく上でも必要な部分だと考えておりますので、当面の間は継続してい

きたいと考えております。 

委員（多賀信祥君）  事業所なんかでも、最初に機器を導入したときには慣れるというこ

とで、それを日々使っていくとある程度ルーチン化されて、使用される方がかなりスキルが

上がってくるし、その事業所内での教え合うとかということも考えられるので、導入当初か

らずっと継続してというのは、一般的にはなかなか考えにくいかなと思いますので、ある程

度先を見越して動いていただければと思います。 

委員（大滝文則君）  高等学校費に関して、本年の入学予定者数から在校生を含めた生徒

数の状況が分かりましたら、お知らせいただきたいと思います。 

教育次長（唐木英規君）  すみません、今手元に資料がございませんので、お時間をいた
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だければと思います。 

委員（惣台己吉君）  ２３９ページ、遊具撤去委託料、これは小学校、それと２５５ペー

ジの幼稚園の遊具撤去委託料の７２０万円なんですが、これは先ほどの説明で修繕等と言わ

れたわけですが、撤去するのと修繕、異論はあると思うんですが、それというのは、子供た

ちは残してほしいという者も多いみたいなんです。そこの境界というのか、どういうふうに

考えておられますでしょうか。 

教育次長（唐木英規君）  こちらのほうなんですけども、先ほどご説明をさせていただき

ましたが、昨今、学校、公園等も含めてなんですけども、学校園等において遊具での事故が

多発しているという中で、令和５年度において、安全点検、今までは老朽化点検というもの

をやっておったんですけども、そういった事故が多発するという中で、構造点検というも

の、危険性があるかないかといった目線での点検を実施させていただいております。 

 そういった中で、小学校費でいけば、委託料のほうでは撤去の委託料、あとは修繕、需用

費の修繕のほうでも修繕の経費を見させていただいてるんですけども、今、撤去というの

は、もうどうしてもこれは安全基準に当てはまらなくても修繕が利かないというものについ

て、当面撤去するという形で予算取りをさせていただいております。直せるものについて

は、当然修繕ということなんですけども、そういった中で、学校においては、それぞれ遊具

等についても設置した年代が古いものもあってきますので、それぞれ基準に合ってないもの

もあるというような中で、今点検結果のほうを学校のほうにお知らせをしまして、当面危険

なものについては使用を中断していただくような措置をお願いしてると。それで、令和６年

については修繕とか撤去をしていく、そこから先、撤去した中で、学校においては、対象が

多くなってくれば当然残される遊具等も少なくなってくるということも考えられますので、

そういったことを踏まえまして、今後学校と協議をさせていただいて、今の児童数等に考慮

した遊具の設置等を今後検討していければと、そのように考えております。 

委員（惣台己吉君）  子供たちにしてみたら、子供たちの意というものをちゃんと説明し

てあげてほしいと思います。学校長とか保護者とかに説明されるんだと思うんですけれど、

それだけのことでぽんとなくしますとか撤去しますということになれば、子供たちが、残念

がる子もおられますので、そこの納得ができるという意味でよろしくお願いしたいと思いま

す。 

委員（宮地俊則君）  先ほど出ておりました２３５ページの学校ＩＣＴサポート体制整備

事業なんですが、市内市立の全小中学校、市立高校、大山塾へとＩＣＴ支援員を配置という

ことなんですが、この勤務実態、以前も聞いたことがあると思うんですが、現状、常駐です

か、週何日とか勤務時間とか、その現状をお知らせいただきたいと思います。 
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学校教育課長（米本大樹君）  どの学校も、基本的に週１回半日程度の勤務になっており

ます。 

委員（三宅孝之君）  ２３９ページの３段目の校庭等維持管理委託料、それぞれ、ここは

小学校なんですけども、中学校それから幼稚園等があります。この校庭の維持管理はどんな

ものか教えていただけますか、どういった内容か。 

教育次長（唐木英規君）  こちらのほうにつきましては、校庭等に植栽をしてあります樹

木等の剪定等というような形で、シルバー人材センター等にお願いしてそういう管理をいた

しております。 

委員（三宅孝之君）  どの学校も、園としても、草が生えたりとか、その剪定というもの

が大変で、いつもその教頭先生とか、大変なことになっていらっしゃるので、とてもいいと

ころだと思うんです。これは、来年度からじゃなくて、以前からもうされてまして、来年度

から入ってるんだったですか、ごめんなさい、そのあたり確認してなかったので。 

教育次長（唐木英規君）  この経費につきましては、経常的に維持管理費として上げさせ

ていただいております。 

委員（三宅孝之君）  毎年。 

教育次長（唐木英規君）  毎年。 

委員（三宅孝之君）  毎年ですね。分かりました。ありがとうございます。ぜひ、働き方

改革って言われてますので、そういった学校の負担がどんどん減るような形で、どんどんい

ろんな形で委託することによって、学校の先生とか、子供たちのための教育のほうに向けて

進んでいってほしいなというふうに思ってます。 

委員（沖久教人君）  先ほどの惣台副委員長の質問に重なる部分なんですけども、遊具の

修繕、撤去ということで、私も小学校のほうに見に行かせてもらって見ました。今使用され

てない遊具に貼り紙をして使えないようにしているんですけども、その中で、令和５年に安

全点検を行って３段階の評価がついていると思います。それが、毎年今後点検をしていくの

か、何年に１回なのか、その辺はどういった感じでしょうか。 

教育次長（唐木英規君）  こちらのほう、遊具の点検につきましては、老朽化の点検につ

きましては、今までも経常的に上げさせていただいて点検を行ってきておりましたが、この

たびは構造点検、構造上の危険性があるかないかという点検をさせていただいております。

構造上の点検は、その基準が変わらない限り変更はないと思いますので、そういう基準改正

の状況を見ながら、もし基準改正があればまたそういった点検も行ってまいりたいと、その

ように考えております。 

委員（沖久教人君）  例えば、ブランコ、うんてい、そういうものが学校からなくなる声
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を保護者の方からもいただいているんですけども、それが撤去されて、先ほどもお話にあり

ました、今後協議して、学校の規模等を含めて検討していくということでよろしかったでし

ょうか。 

教育次長（唐木英規君）  そのとおりでございます。 

委員長（西田久志君）  よろしいですか。 

教育次長（唐木英規君）  すいません。 

 先ほど大滝委員さんのほうからご質問があった市立高校の生徒数等でございます。 

 こちらのほう、令和６年度についてはまだ受付期間中ということでございますので、あく

までも予算上の見込みということでございます。こちらのほう、昼間部のほうが１００人、

夜間部のほうが１５人、１１５人分を見込んで今回予算計上をさせていただいているところ

でございます。 

 ちなみに、令和５年度が昼間部が８７人、夜間部が１４人ということで、１０１人の生徒

数ということでございます。 

委員（大滝文則君）  ということは、予測とすれば、今年の入学者は少し増えるんじゃな

いかという予測で積算されておるということですか。 

教育次長（唐木英規君）  今のところ、そういう見込みを立てて予算計上させていただい

ております。 

委員（大滝文則君）  興譲館高校、井原高校、聞くところによりますと、定員割れという

ような状況の中で、市立高校は少し昨年より増えるということが、背景は分かりにくいです

けども、分かりました。 

 

〈なし〉 

 

〈第５５款 教育費中、第６０項 社会教育費〉 

 

委員（柳原英子君）  ２６６ページの美術館費、９，６００万円あるんですけれども、こ

の前聞いたのでは、３万人入って１，４００万円ぐらいの入館料っていう話だったんです

が、またこれも鏡獅子が来て、一応一大ニュースなわけなんですが、それでまた来られると

は思うんですけど、あまりにも、こんなことはまだ条例で決まってるから言えないんですけ

ど、入場料が安過ぎるんじゃないかなと思うんですけど、それって入るお金と出ていくお金

の差がすごくあって大丈夫なんですかっていうところをもう一回ちゃんと聞きたいです。よ

ろしくお願いします。 
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文化ｽﾎﾟｰﾂ課長（高田知樹君）  入館料につきましては、昨年リニューアルオープンとい

うことで条例も改正して、近隣等の入館料も見ながら、一般入館料５００円ということで定

めさせていただきました。また、特別展につきましても、こちらも近隣等の特別展の開催の

入館料等を比較しながら、特別展については運送経費等もかかることから、一般の入館料を

１，０００円ということで定めさせていただいております。当然、維持管理の経費というの

は、それを超えてということにはなろうかと思いますけれども、他市の入館料等の状況も鑑

みて、より多くの方に来ていただけるような設定とさせていただいております。また、今後

維持管理の経費がかなりの金額がかかるということと、他市との入館料の今後比較等もしな

がら、今後入館料の見直しについては引き続き考えていきたいと思っております。 

委員（柳原英子君）  ぜひ他市と比較、これは、井原ぐらいの規模であのような美術館、

立派なのを持っているので、合うのかどうかということも考えながらしていけたらいいかな

と、市民の方も、私たちは６５以上なので無料だから、私ら払ってもいいのになという話も

お聞きしますので、何かそういうところでも、入館料という形ではなくても、美術館を支え

るお金みたいなので徴収していただけてもありがたいのかなと、私たちはあれを守るために

市民としては考えている方もいらっしゃるので、お伝えしておきます。 

委員（上野安是君）  公民館のコピー機の更新というか、購入というお話をされたと思う

んですけど、実際には購入のほうが安価、リースというか、その辺の検討はされています

か、いませんか。 

生涯学習課長（多賀浩恵君）  リースの検討もいたしました。消耗品等の経費もかかると

いうことで、検討した結果、購入したほうが安価であるという検討はしております。 

委員（上野安是君）  今、市内のそれぞれの公民館で、それは全ての公民館が購入という

形でやっておられますか、それともリースをされている公民館がありますか。 

生涯学習課長（多賀浩恵君）  今現在は全て購入になっております。 

委員（上野安是君）  購入のほうが安価という検討をされてということなので、私もその

辺は詳しいわけではないので、分かりました。 

委員（西村慎次郎君）  ２６６ページからの美術館費について、説明資料の中で、継続の

事業ですけども、平櫛田中美術館ワークショップ事業というのがありますけども、これの今

年度の取組内容と来年度どういった取組をしようと考えられているのか具体的に教えてくだ

さい。 

文化ｽﾎﾟｰﾂ課長（高田知樹君）  ワークショップの取組ということで、今年度の取組です

けれども、まずは上野桜木町、田中の旧宅、そちらの管理運営を行っていただいている団体

に来ていただいて、ワークショップを実施しております。また、包括連携協定を結んでおり
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ます倉敷芸術科学大学の先生に来ていただくワークショップの開催、また特別展、平櫛田中

賞を受賞されました先生のワークショップ等を実施いたしました。 

 来年度につきましても、引き続き田中のアトリエを管理していただく団体のワークショッ

プ並びに倉敷芸術科学大学との連携によるワークショップを開催するほか、平櫛田中の回顧

展では、過去に平櫛田中賞を受賞された作家をお招きして、その方によるワークショップを

計画しております。 

委員（西村慎次郎君）  ワークショップというのは、こちらの平櫛田中美術館のほうでし

ているという理解でよろしいですか。 

文化ｽﾎﾟｰﾂ課長（高田知樹君）  そのとおりでございます。 

委員（西村慎次郎君）  今年度の成果と、また今後こういうことに取り組んでいっての狙

いっていうんですか、目的は書いてあるんですけど、今後狙いをどう思われてるのかお聞き

したいと思います。 

文化ｽﾎﾟｰﾂ課長（高田知樹君）  市民の方をはじめ、平櫛田中や芸術に対して興味を持っ

てもらう、あと特に若い世代、小学生とか中学生に、平櫛田中をはじめ、こういう文化芸術

に親しんでもらう入り口というふうになればというふうに考えて、そういった形で実施でき

ればと思っております。 

 

〈なし〉 

 

〈第５５款 教育費中、第７０項 保健体育費〉 

 

委員（山下憲雄君）  ２７６ページの体育施設費が４，０００万円ほど昨年比で上がって

おりますが、経常的な費用を上げてるということですが、この増額理由についてご説明お願

いします。 

文化ｽﾎﾟｰﾂ課長（高田知樹君）  ４，０００万円ほどの昨年度に比べての経費の増という

ことでございますけれども、主なものといたしましては、先ほど申し上げました井原体育館

の空調の設計の１，６００万円と、あとは使用料及び賃借料のＬＥＤ照明リース料の１，７

００万円、あとちょっと下になりますけども、負担金補助及び交付金の下水道受益者負担金

が約１９０万円、あとは光熱費等の高騰等で約１００万円、そういったものが増加の原因と

なります。 

委員（柳井一徳君）  ２７９ページの使用料及び賃借料、ＬＥＤ照明リース料でございま

すが、１，７８０万円、これは体育施設へのＬＥＤ照明ということですから体育館も入って



- 10 - 

くるんだと思うんですが、野球場であるとか陸上競技場、そういった施設は既にＬＥＤ化に

なっておりますよね。これは、具体的にどこの体育館とか体育施設をＬＥＤに変えられるん

でしょうか。 

文化ｽﾎﾟｰﾂ課長（高田知樹君）  井原体育館については、カーボン・マネジメントの際に

既にＬＥＤ化されておりますので、こちらはリース料に入っておりません。リース料に入っ

ている施設につきましてですけれども、まずは陸上競技場、井原リフレッシュ公園の動のゾ

ーン、あとは運動公園の野球場、庭球場、弓道場でございます。あと、来年度は、芳井の体

育館が新規で入るということで、今申し上げた施設のＬＥＤのリース料となっております。 

委員（柳井一徳君）  体育施設ということで、芳井の体育館は来年度に新設するというこ

と、変えるということです。これは、婦人会館の体育館とか、ああいうところは文化スポー

ツ課の管轄にはならないということで理解したらよろしいんですね。 

文化ｽﾎﾟｰﾂ課長（高田知樹君）  そのとおりでございます。 

委員（佐藤 豊君）  先ほど山下委員からもあった件なんですが、委託料で市民体育祭の

設計委託料の件なんですが、空調施設を整備した際に、温度がどの程度対応できるのか、何

度の上限ができるのか、その辺は今の時点では想定はされた設計をお願いされとるのか、ど

ういうふうな内容なんでしょうか、もう少し詳しく教えていただければと思うんですが。 

文化ｽﾎﾟｰﾂ課長（高田知樹君）  井原体育館の空調の温度設定についてでございますけれ

ども、なるべく快適にスポーツ活動や、あとそういった観覧ができるような温度設定につい

て、設計をお願いする業者と協議をしていかないといけないんですけれども、今後その温度

については業者としっかりと協議を進めて、先ほど申し上げましたとおり、快適な環境でス

ポーツ活動または観覧等ができるように協議の中で進めていければと考えております。具体

的な数字は、例えば２０度とか１８度とか、そういったところまでは詳しくはまだ詰められ

てございません。 

 

〈なし〉 

 

〈休憩中、執行部説明員入替え〉 

 

〈第６５款 公債費及び第８０款 予備費〉 

 

〈なし〉 
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〈歳出全般についての総括質疑〉 

 

〈なし〉 

 

〈第４条 一時借入金〉 

 

〈なし〉 

 

〈第５条 歳出予算の流用〉 

 

〈なし〉 

 

〈一般会計全般についての総括質疑〉 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 原案可決〉 

 

〈休憩中、執行部説明員入替え〉 

 

委員長（西田久志君）  次に、特別会計、企業会計、財産区会計の予算を審査いたしま

す。 

 審査の順序は、総務産業委員会関係、厚生文教委員会関係の順で行いますので、よろしく

お願いいたします。 

 

〈議案第１０号 令和６年度井原市産業団地開発事業特別会計予算〉 

 

〈なし〉 
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〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 原案可決〉 

 

〈議案第１１号 令和６年度井原市美星地区畑地かんがい給水事業特別会計予算〉 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 原案可決〉 

 

〈議案第１２号 令和６年度井原市水道事業会計予算〉 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 原案可決〉 

 

〈議案第１４号 令和６年度井原市工業用水道事業会計予算〉 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 
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〈なし〉 

 

〈採決 原案可決〉 

 

〈議案第１５号 令和６年度井原市下水道事業会計予算〉 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 原案可決〉 

 

〈議案第１６号 令和６年度井原市大倉財産区会計予算〉 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 原案可決〉 

 

〈議案第１７号 令和６年度井原市東水砂財産区会計予算〉 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 
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〈採決 原案可決〉 

 

〈議案第１８号 令和６年度井原市宇戸財産区会計予算〉 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 原案可決〉 

 

〈休憩中、執行部説明員入替え〉 

 

〈議案第７号 令和６年度井原市国民健康保険事業特別会計予算〉 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 原案可決〉 

 

〈議案第８号 令和６年度井原市後期高齢者医療事業特別会計予算〉 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 
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〈採決 原案可決〉 

 

〈議案第９号 令和６年度井原市介護保険事業特別会計予算〉 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 原案可決〉 

 

〈議案第１３号 令和６年度井原市病院事業会計予算〉 

 

委員（三宅孝之君）  ７９ページをお願いします。 

 ７９ページの一番下の段のところの手当のところですけども、昨年度は入ってなかったそ

の管理職手当、この管理職手当っていうのは、今年度入っているその意図、理由をお聞かせ

いただければと思います。 

病院総務課長（松山昌史君）  医師の管理職手当ということなんですけど、医師の診療部

とか医療技術部の管理職に対して手当を今年度から支給することにしたものであります。去

年の予算の時点では、まだ支給することになってなかったので支給してなかったんですけ

ど、今年度から支給しています。 

委員（三宅孝之君）  昨年度までその手当が入ってなかった、その理由は何でしょう。 

病院総務課長（松山昌史君）  昨年度までは、医師という立場である、医療を行うという

ことであって、管理職というよりも医療職に近いということがあるので、管理職手当という

ものをつけてなかったんですけど、今年度から医師であってもしっかり管理していただきた

いということで、管理職手当を支給したものであります。 

委員（三宅孝之君）  昨年は医師が１０人で、６年度１２人と２人増えるということを議

会本会議ほうでお聞きしました。外科、内科１人ずつということでしたけども、その医師に

対しての管理職手当ということでよろしいでしょうか。 

病院総務課長（松山昌史君）  新しく来られた先生に管理職手当ではなくて、管理職とし
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て診療部長とかっていう管理職を与えた先生に対する管理職手当となります。 

委員（三宅孝之君）  昨年までは役職がなかった先生方に対して、来年度から役職手当と

して管理職手当を支給するということでよろしかったでしょうか。 

病院総務課長（松山昌史君）  そのとおりです。 

委員（三宅孝之君）  もう一つ、すみません。 

 その管理職手当、今年度から、もう一つ、特殊勤務手当についてお聞きします。 

 昨年度から５００万円増額になってますけども、その特殊勤務っていうのはどういったも

のなのかお聞かせください。 

病院総務課長（松山昌史君）  特殊勤務手当についてなんですけど、医師の特殊勤務手当

につきましては、井原市の病院企業職員の特殊勤務手当支給規程によって、医師に対して支

給する額というものが決まってます。医師ということで支給されてるという。 

委員（三宅孝之君）  これは、人数とか、１人当たりとか、役職によって違うんですか。

５００万円増額しているその、昨年は３，９００万円、今年度は４，６００万円に増額され

てますけども、一人一人違うものなのか、その特殊勤務っていうものがどういった内容のも

のなのかによって違うんでしょうけども、特殊勤務の仕事、内容と、それから支払われるそ

の手当というものが、何に対してどれぐらいというものがあるのかお聞かせください。 

病院総務課長（松山昌史君）  特殊勤務手当の額についてですけど、院長は幾ら、副院長

は幾らというふうに決まっています。 

 特殊勤務手当の額なんですけど、院長については月額５４万４，１００円以内において事

業管理者が定める額、副院長については給料月額の６％に２９万９，１００円を加算した

額、医師に対しては、経験１０年以上の医師に対しては給料月額の６％に２７万９，１００

円を加算した額というふうに決まっています。 

委員（三宅孝之君）  勤務の年数によって手当のほうが変わってくるということだと思い

ます。ありがとうございました。 

委員（山下憲雄君）  本会議でもご説明いただきましたけれども、病床を１５０床にいわ

ゆるダウンサイズして、効率化、病床の稼働率を上げていきたいという戦略だったと思うん

ですけれども、いずれにしても、この病院、この会計予算書等を見させていただきますと、

事業収益が２９億８００万円、一般会計から３億８，０００万円の補助を受けて運営してい

く中で、医業収益の低さというのは、これはもう構造的に改善しないといけないところがあ

ると思いますが、救急医療の対応をされてると思うんですけれども、非常にそこら辺の改

善、何かこの予算の中で人的配置とか、夜間とかの救急患者もあると思いますので、いわゆ

るこの救急医療に対する対応の取り方、あるいはいろんな医療器具を購入される、そうする
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とそれに見合うというか、該当する患者が来ないと、いわゆるコストが非常に合わないとい

った、コストというんですか、非常に効率が悪いといったようなことになるんですが、その

辺のこの予算、立案される中で検討されたことがありますでしょうか。 

病院総務課長（松山昌史君）  本予算では、実績をベースに計算しているところでありま

すけど、経営強化プランを策定したときに、救急の応需率については、令和４年度の実績で

いきますと６９．７％、令和５年度は７６％をプランの中では見込んでるんですけど、今現

在、１月末現在で今７８％救急は応需しているところであります。それで、救急の応需に関

しては、プランの中でも上げていくような計画を立てているところです。医療機器に関して

も、同様に効率よく使っていくということで。 

委員（山下憲雄君）  ありがとうございます。 

 病院も、人気度といったところで、患者のいわゆる通院とか入院の人たちに影響があると

思うんですが、看護師さんたちの定着を図るとかといった意味での教育についての考え方は

いかがでしょうか。どういうことをなさっているのか。 

病院総務課長（松山昌史君）  看護師の教育についてですけど、研究研修費の予算の中で

見込んでいるんですけど、認定看護師というものを２名、今回は緩和ケアということと慢性

心不全に対する特殊な専門性を持った看護教育というものを実施していってもらうように予

算取りしているところであります。 

委員（山下憲雄君）  そういった中で、看護師さんの退職率というのはいかがなもんでし

ょうか。 

病院総務課長（松山昌史君）  すみません、退職率というのは、今持ってないんですけ

ど、大体年間に３人から５人ぐらいの途中退職があると思ってます。 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 原案可決〉 

 

委員長（西田久志君）  以上で付託案件の審査は終了いたしました。 

 なお、委員会報告書の作成につきましては委員長にご一任願いたいと思います。 
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〈異議なし〉 

 

委員長（西田久志君）  閉会に当たり、執行部で何かございましたらお願いいたします。 

副市長（猪原愼太郎君）  閉会に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 委員の皆様方におかれましては、慎重にご審議をいただきまして、大変ありがとうござい

ました。 

 一般会計におきましては、歳入部門におきましては、現段階で見込めない財源につきまし

てはあえて組んでおりません。今後は、その財源がしっかりいただけるように努力をしてい

きたいと思っております。それから、歳出におきましては、もう当たり前のことですが、無

駄遣いをしない、それから執行段階においては、競争性を働かせるための競争入札を行いま

して、歳出額の抑制に努めていきたいと思っているところであります。 

 令和６年度につきましては、里庄町に建設をしております新ごみ焼却施設の負担金が５億

円以上増えたということで、予算規模は大きくなってしまいましたけれども、しっかり決算

のほうはなるべく小さくしていきたいと思っております。それからさらには、令和７年度に

おきましては、新ごみ焼却施設が最終年度ということでありますので、これはまた相当負担

金額が大きくなる見込みであります。さらなる選択、集中を実施していかないといけないと

思っているとこであります。 

 ２日間にわたりまして、大変ありがとうございました。 

 

〈議長挨拶〉 

 

委員長（西田久志君）  以上で予算決算委員会を閉会いたします。皆さん、ご苦労さまで

した。 


